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部門企画行事のご案内 

第 36回内燃機関シンポジウム 

エンジンシステムを支える基礎学理の追求

第 36回内燃機関シンポジウム 

実行委員会 委員長 

川那辺 洋（京都大学） 

実行委員会 幹事長 

河﨑 澄（滋賀県立大学） 

2050 年のカーボンニュートラル実現，さらにはその

先の「Post 2050」を見据えた社会において，エンジンシ

ステムは依然としてエネルギー変換の核として，極め

て重要な役割を担い続けることが期待されています．

これからのエンジンシステムには，カーボンニュート

ラル燃料をはじめとする燃料の多様化への柔軟な対応，

究極の低エミッション化，そしてこれまで以上の徹底

したエネルギー消費量の削減という，極めて高度な課

題の同時解決が求められるでしょう．こうした複雑な

要求に応えるためには，従来の延長線上にある開発に

とどまらず，エンジン内部での諸現象をより深く，本

質的に理解する「基礎学理」の追求が不可欠です．本シ

ンポジウムでは，物理・化学的な現象解明に基づく知

見に加えて，AI（人工知能）等を活用した緻密な最適

化や制御技術といった新たなアプローチについても議

論を深め，エンジンシステムの高度化に資する学術知

見の集約を目指します． 

本シンポジウムは，一般社団法人日本機械学会が幹

事学会となり，公益社団法人自動車技術会との共催に

より開催いたします．基調講演には同志社大学の千田

二郎先生により混合気分制御を目指した燃料設計コン

セプトに関する基調講演を，また，特別講演として東

京大学の山崎由大先生からエンジンシステム設計・制

御への AI，情報活用に関する講演がなされます．さら

に，本シンポジウムは前回と同様に日本機械学会内の

「エンジンシステム部門」と「機素潤滑設計部門」によ

る分野連携企画として開催いたします．部門の垣根を

越えた活発な議論が，次世代の技術革新を支える一助

となることを確信しております．また，今回から初め

ての試みとして前刷り提出を伴わないポスターセッシ

ョンも開催いたします．是非，多くの方にご参加いた
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だければと思います． 

【開催日程】 

2026 年 12 月 7 日（月）～12 月 9 日（水） 

【開催場所】 

京都大学百周年時計台記念館 

（京都市左京区吉田本町，京都市バス 

「京大正門前」下車 徒歩 5 分） 

【共催学会】 

一般社団法人 日本機械学会（幹事学会），公益社団 

法人 自動車技術会 

【企画】 

日本機械学会エンジンシステム部門・機素潤滑設計 

部門（日本機械学会分野連携企画） 

【シンポジウム Web サイト】 

https://www.jsme.or.jp/conference/ICES2026/ 

【参加登録費】 

＊予稿集ダウンロード，アブストラクト集を含む． 

＊参加申込受付は 9 月開始予定． 

＊共催および協賛団体会員は会員と同額 

会員資格 
早期参加登録 参加登録 

11 月 13 日まで 11月 14日以降 

会 員 16,000 円 19,000 円 

一 般 30,000 円 33,000 円 

学生会員 5,000 円 7,000 円 

学生（会員外） 9,000 円 11,000 円 

２０２６年度年次大会のご案内 

さきがけの知がつなぐ、機械工学と未来社

会 —湘南から世界へ— 

２０２６年度年次大会企画委員 

落合 成行（東海大学） 

2026 年度年次大会は，2026年 9 月 6 日（日）から 9

日（水）までの 4 日間にわたり東海大学湘南キャンパ

スを会場として開催されます．東海大学での開催は，

今回がはじめてとなります． 

2026 年度の大会では，「さきがけの知がつなぐ、

機械工学と未来社会 —湘南から世界へ—」をキャ

ッチフレーズとし，様々な行事が開催される予定です． 

エンジンシステム部門のオーガナイズドセッション

では，2025 年度大会に引き続き，機素潤滑設計部門と

の合同企画として「持続可能な未来を支えるエンジン」

を，熱工学および動力エネルギーシステム部門との合

同企画として「クリーンエネルギー社会に貢献するエ

ネルギー変換技術」をそれぞれ企画しております．是

非，年次大会ウエブサイト 

https://pub.confit.atlas.jp/ja/event/jsme2026 

より，講演をお申し込み下さい．3 月 31 日が申込締切

日です．沢山の申し込みをお待ちしております． 

基調講演は，2026 年度（第 104 期）部門長の三原雄

司教授（東京都市大学）より講演を賜ります．ワークシ

ョップも現在企画内容を調整中です．また，ワークシ

ョップ後には，部門賞贈呈式および部門同好会も開催

予定ですので，ぜひご参加下さい． 

2026年度年次大会の会場となる東海大学湘南キャン

パスは，東海大学の中核をなすキャンパスであり，工

学部をはじめとする理工系分野の教育・研究拠点とし

て発展してきました． 

最寄り駅は小田急線「東海大学前」駅です．駅からキ

ャンパスまでは徒歩での移動が基本となりますが，距

離や高低差もあるため，利便性が高いとは言い難い面

もございます．時間帯やご事情によっては路線バスの

利用も可能ですので，各自の状況に応じてご検討くだ

さい．また，湘南キャンパスは非常に広大な敷地を有

しており，学内の移動にも一定の時間を要します．余

裕をもってご来場いただくことをお勧めいたします． 
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湘南地域は，丹沢山系や相模湾にほど近い自然豊か

なエリアでありながら，首都圏からのアクセスも可能

な立地にあります．大会が開催される 9 月上旬は残暑

が見込まれるものの，広々としたキャンパス環境の中

で，活発な議論と交流が行われることを期待しており

ます． 

この度年次大会現地実行員を仰せつかりましたが，

恐れながらこれまで当部門での活動がほぼない事情に

あります．滞りなく準備と運営ができるか不安ではあ

りますが，2026年度部門長の三原先生（東京都市大学）

と幹事の木下様（産総研）をはじめ，部門の皆様からご

指導ご鞭撻を賜りながら準備を進め，皆様をお迎えで

きればと思っております．どうぞよろしくお願い申し

上げます． 

＜オーガナイズドセッションスケジュール＞ 

年次大会ウエブサイトにも日程が掲載されております

ので，ご確認下さい． 

講演申込受付開始：2 月 2 日（月） 

講演申込締切：3 月 31 日（月） 

発表採択通知：6 月 15 日（月）（予定） 

講演原稿提出締切：7 月 24日（金） 

早期事前登録締切：8 月 14日（金） 

大会開催期間： 9 月 6 日（日）～9 月 9 日（水） 

会場となる東海大学湘南キャンパスから見える富士山

の風景です．皆様のご来場をお待ちしております． 

～3～



部門企画行事の報告 

COMODIA2025 開催報告 

千葉幕張メッセ 2025.12.15∼18 

2022年 7月に北海道大学で開催して以来，3年 5か

月ぶりに千葉幕張メッセ国際会議場にて開催しまた．

これまで 7 月に開催してきましたが，国際燃焼シンポ

ジウムが来年夏に京都で開催されるため，12月の開催

となりました．幸い天気に恵まれ，寒さによる問題は

なかったと思います．海外からの参加者からは，夏よ

りも良いと好評でした．電動化の進展で車両用エンジ

ン研究が縮小し，発表件数や参加者が減るのではない

かと心配されましたが，BEVの勢いが弱くなり，エン

ジン車の必要性が認識されてきたこと，さらにカーボ

ンニュートラル燃料の研究が盛んになったこともあり，

海外からの参加者数はおそらく過去最大となりました．

トランプ関税の影響で，国内の参加者が伸び悩みまし

たが，最終的に登録者数は 362 名（うち海外 20 か国

139名），発表件数も過去最大の 167件（海外 106）と

なりました．COMODIA2025 に合わせて，Engine 

Combustion Network WS も千葉大学で 12 月 14~15

日に開催され，参加者の増加につながったと思います． 

15日午後に千葉大学のエンジン研究センターの見学

会を行い，その後Welcome partyを開催しました（写

真１）．35階に設定した会場からは，東京湾を望む富士

山に夕日が沈む美しい景色をご覧いただくことができ

ました．16日の 8:30より開会のセレモニーを行い，続

いて 2件のプレナリー講演を行いました（写真２）．展

示会場には，エンジン展示 5 件，計測器やソフトウエ

ア展示 8件がありました．12月開催となり，内燃機関

シンポジウムは中止となったため，学生が参加しやす

いようにポスターセッションも設けました．17日のプ

レナリー講演の直後に，講演会場隣のスペースでポス

ターの説明時間を設けたため，多くの方が参加し質疑

が盛り上がりました．夕方からホテルニューオータニ

幕張でバンケットを開催しました．上海交通大学の

Min Xu 教授からの中国におけるエンジン研究の簡単

な紹介と乾杯の発声があり，その後スポンサーの堀場

製作所からのクイズ，千葉の郷土芸能“ばか面踊り”，

アマチュアロックバンド“OUEEN”による演奏などで

大変盛り上がり（写真３），あっという間に 2時間が過

ぎました．最終日の 18日も 8:30 からのプレナリー講

演で始まり，16:30の閉会式まで多くの講演がなされま

した．今回から同伴者向けのプログラムを再開し，参

加者からは好評でした．残念だったのは日中関係の悪

化により，中国から一部の講演者が来日できなくなり，

ビデオによる録画講演に変更したり，講演キャンセル

が発生したことです．閉会式の後の Advisory委員との

会合では，本会議が成功裏に終わったこと，エンジン

研究の発表の場である COMODIAの継続，大型エンジ

ンなど幅広い分野の取り込み，盛況なポスターセッシ

ョンの継続，開催時期，会議の PR の方法などについ

て意見を頂きました． 

最後に，講演や参加していただいた皆様はじめ，実

行委員各位，展示や広告への協力，バンケットと会議

スポンサー，運営に協力いただいた皆様に深く感謝い

たします．お陰様で心配された収支も黒字となりまし

た．本会議の結果として，エンジンの国内外共同研究

が盛んになり，技術者・研究者の育成が進むよう，皆さ

んと一緒に努力する必要性を痛感するとともに，その

ように行動してゆきたいとあらためて決意いたしまし

た． 

実行委員長 森吉泰生 

(千葉大学) 
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写真 1  Welcome party （窓越しに富士山のシルエットが見えます） 

写真 2  Plenary lecture (Prof. Payri) 
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写真 3  Banquet （ロックバンドで盛り上がりを見せる様子） 
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日本機械学会 2025 年度 年次大会 

エンジンシステム部門企画行事開催報告

2025 年度年次大会 

企画委員会 委員長 

寺島 洋史（北海道大学） 

2025 年度年次大会は，2025 年 9 月 7 日（日）から

10 日（水）までの 4 日間にわたり，北海道大学札幌キ

ャンパス工学部（札幌市北区）を会場として開催され

ました．2025 年度の大会では，「Be Ambitious!〜次世

代機械工学の開拓〜」をキャッチフレーズとし，「サス

ティナビリティ」，「データ駆動型設計開発」，「異分野

融合」をテーマとして，様々な行事が開催されました． 

会場の北海道大学工学部 

エンジンシステム部門では，研究発表のオーガナイ

ズドセッションに加え，特別企画としてワークショッ

プ等を開催しました．オーガナイズドセッションでは，

2024 年度大会に引き続き，機素潤滑設計部門との合同

企画として「持続可能な未来を支えるエンジン」（講演

5 件，ポスター26 件）を，熱工学部門および動力エネ

ルギーシステム部門との合同企画として「クリーンエ

ネルギー社会に貢献するエネルギー変換技術」（講演 9

件，ポスター19 件）を実施し，多くの方にご参加いた

だきました．いずれの企画も，エンジンシステム部門

が表彰対象部門として実施しました． 

基調講演は，9 月 8 日（月）に開催され，「エンジン

燃焼～非定常・不均一であることのおもしろさ～」と

題して，エンジンシステム部門長である京都大学の川

那辺洋先生にご講演いただきました． 

引き続き開催されたワークショップでは，「CO2回収

技術の最新研究動向」をテーマに，4 件の講演が行われ

ました．多数の参加者のもと，静岡理工科大学の野内

忠則先生より「物理吸着法 CO2分離回収におけるエン

ジン排気 CO2 の吸着脱離特性」，マツダ株式会社の松

田啓嗣氏より「車載 CO2回収技術に関する研究」，茨城

大学の境田悟志先生より「湿度スイング吸着法による

Direct Air Capture」，そして北見工業大学の植西徹先

生より「オンボードカーボンリサイクルシステムに関

する研究」と題するご講演をいただき，約 3 時間にわ

たり活発な討論が行われました． 

ワークショップ終了後には，部門表彰式が執り行わ

れました．2024 年度部門賞として，功績賞は小川英之

先生（元北海道大学）に，研究業績賞は柴田元先生（北

海道大学）に，技術業績賞は橋詰剛氏（トヨタ自動車株

式会社）に，それぞれ贈られました．また，2024 年度

ベストプレゼンテーション表彰は，槙野翔大氏（岡山

大学），難波匡邦氏（岡山大学），磯貝哲平氏（北見工業

大学），石井大貴氏（明治大学），志水富賀氏（明治大

学）（以上，内燃機関シンポジウム），ならびに手塚啓太

氏（東北大学）（スターリングサイクルシンポジウム）

に贈られました．さらに，2024 年度フェロー賞（内燃

機関シンポジウム）は，星野秀介氏（東京都市大学），

安部駿之介氏（九州大学）に贈られました． 

功績賞（小川先生） 研究業績賞（柴田先生） 

技術業績賞（橋詰氏） 

その後，部門同好会が開催されました．受賞者なら

びに基調講演およびワークショップの講演者の皆様を

お招きし，総勢 26 名で懇親を深めました． 
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最後に，年次大会の企画・運営にご尽力くださいま

したオーガナイザー，講演者，座長の皆様に，あらため

て厚く御礼申し上げます．来年度，東海大学にて開催

予定の 2026 年度年次大会におきましても，研究交流と

親睦が一層深まる場となることを心より祈念申し上げ

ます．

第 27 回スターリングサイクルシンポジウ

ム開催報告

第 27回スターリングサイクルシンポジウム 

実行委員会 委員長 

小林 健一（明治大学） 

第 27回スターリングサイクルシンポジウムは，2025

年 12 月 13 日（土）に明治大学駿河台キャンパス・リ

バティタワー（東京都千代田区駿河台 1-1）にて開催さ

れました. 

本シンポジウムは，1997 年に始まり今回で 27 回目

を迎え，スターリングエンジン，パルス管冷凍機，熱音

響機器などのスターリングサイクル機器・外燃機関全

般に対して，多様なバックボーンを有する研究者が 39

名参加いただき，製作から宇宙での利用まで広範にわ

たる分野に関する研究発表・情報交換を行いました. 

研究講演では 14件の発表があり，1セッション・一

部屋のプログラムとすることで，多様な研究者がじっ

くりと活発な議論を交わす事ができました.内訳は，ス

ターリングサイクル機器等の外燃機関および関連要素

と応用システムが 3 件，研究・開発に関する最新・速

報トピックスが 2 件，パルス管冷凍機，熱音響機器お

よび関連要素と応用システムが 9件でした. 

講演に引き続き，リバティタワー23階にて懇親会を

実施しました.21名の方々，特に多くの学生にご参加い

ただき，講演とはひと味違った情報の交換が行われま

した. 

本シンポジウムに参加下さった皆様，ご講演された

皆様，さらにご協力を頂きました全ての皆様に深く感

謝致します．ありがとございました．2026年度の第 28

回スターリングサイクルシンポジウムは，神奈川大学

で開催することを予定しています．是非皆様，奮って

ご参加の程，宜しくお願い申し上げます． 
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研究会活動紹介 

A-TS 07-60

ゼロ CO2 エンジン研究会 

主査 澤田大作 

（JSME フェロー） 

幹事 町井輝男 

（東海大学 OB） 

ゼロ CO2 エンジン物語 

～zero emission vehicle(ZEV)対応エンジンへの道～ 

[1] Prologue

１）今求められるエンジン屋の責務

 化石燃料を，「①枯渇するまで（今得られている利益

が続く限り）使い続けるか？」～「②地球環境に対する

長期的・グローバルな合理性（人類の利益）の為に，

今の利を捨てて，使用中止とするか？」． 

 産業革命以来、化石燃料エネルギーから動力を得る

手段として発展してきた熱機関，その中でも自動車用

として経済・産業・技術開発を牽引してきた小型エン

ジン技術にとって、化石燃料の利用の可否は重大な命

題である． 

 「枯渇」を想えば「エンジン」が何れは通る道（熱源

に化石由来の燃料が使えなくなる）ということだが，

「中止」には「今の利」の放棄の決断が必要で，個々の

立場で様々な利害要素が絡む．特に時間軸の取り方で，

様々な合理（マルチパス）が想定される． 

約 150 年間熟成されたエンジン技術に対し，この命

題を冷静に分析判断し，将来を展望する責務が，今の

エンジン屋には有る．

２）当研究会の活動経緯

当研究会は，26 名の委員の参加を募り 2021.4 発足し

た（委員リストを 補足 3) に示す）．当初、地球温暖化

ガス低減の為，2030 年代までに小型車市場から CO2 

を排出するエンジン車を廃除しようとする性急な動き

があり小型エンジン研究・開発分野の人材・投資が急

速に減縮する動きがみられた．これは今も，看過でき

ない状況にある．当研究会は，温暖化問題に限らず将

来のエネルギー環境への適応性及び商品力において，

電動化技術 EV を凌駕し，100 年後にも活用されるエ

ンジンの夢を求め，そのロードマップを提示し，特に

小型エンジン研究・開発の活性化を図ることを狙いと

した． 

 研究委員会の活動経緯を，最近の戦争や専横政治等

の「合理」を阻害する外乱の状況と併記し，後述の補足

1), 2)に示し，考察する．前回の報告（2022.Aug．

Newsletter‐No.68）では，「ゼロ CO2」が必要な論拠

の審議・確認（関連命題８項目についての委員の見解

を集約）と，「ゼロ CO2」が前提となる将来の再エネ

社会において、エンジンが対応すべき必須の課題又は

状況(下記３点)を摘出した． 

① 再可エネルギー(特に太陽光)の発電単価は，現状

(化石燃料ベース)よりも 大幅に安価（1/3～1/10）

になる．

② 民間のエネルギー供給形態は集中分配以外に，個

別分散型の発電＆利用(ミニグリッド)の導入が進

む．

③ ゼロ CO2 は，ゼロエミッション(ZEV)が前提とな

る．

以下にこの 3 件の課題について、定量的な状況確認後

に審議、判断した結果を示す． 

①は，再エネ使用時の EV 電力直接利用に対するエン

ジンのエネルギー変換(電力⇒燃料⇒動力)のロスを緩

和し燃料によるエネルギー貯蔵メリットの価値を高め

る． 

②は，EV にとっては極めて合理(安価な電力＋蓄電併

用)であり，エンジン燃料が従来の「集中処理・分配」

に拘泥すれば，運用コストではエンジンは余りにも不

利．エンジン側も，再エネ燃料(例えば水素)の個別分散

製造・供給の可能性に挑戦する必要が有る． 

③は，EVと競合する限り必然の流れであり，将来のエ

ンジン技術は，ZEVのルールに論理的・原理的に対応

可能なコンセプトとその商品力を提示する必要が有る． 

 本稿では，最近の研究外乱要因（戦争、専横政治）の

影響を確認するため，前期命題８項目＋追加の論点３

項目について，直近(2026.1)の委員の見解をアンケート

で集計し[4] Confirmation-３審議後の意見～に提示し

た． 

[2] Confirmation(確認)-1 地球環境が求める「合理」 

炭酸ガスによる地球温暖化の効果は，1896 年

Sweden の科学者アレニウス(同名の式でノーベル賞受
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賞)が公表，結果的にはほぼその予測に近い CO2 の影

響が現実のものとなっている．産業革命以降の化石燃

料の利用拡大による，急激な地球温暖化の状況につい

ては，小川氏(北大名誉教授，本研究会委員)が、本学会

Newsletter‐No.74 (2025Aug.)の投稿記事で詳述して

いるので参照頂きたい． 

2050年までに実質的CO2排出＝ゼロ～とする IPCC

の提案を，当研究会は，合理的であると判断した．その

移行期間（現在～2050年）には，様々な中間状況とそ

れに伴う多様な選択肢が容認されるべきであるが，当

研究会はこの移行期間の後「実質的 CO2 排出＝ゼロ」

が実現した時(2050 年以後)のエネルギー状況やエンジ

ンの利用環境を想定し，その中で高い商品力を持つ理

想のエンジンを構想し検討を進めて行くこととした． 

当研究会は，そのようなエンジンが 2050 年を待たず 

に早期に具現化されることを狙い，関連する課題解決

の為の研究を促進する活動を進めることとした． 

 

[3] Confirmation-2 「合理」を阻む研究外乱 

 冷静であるべき「合理」の判断そのものも，現実には

種々の外乱や阻害事態の影響下にある．特に最近の，

戦争等の切迫した「短期の利」や，視野の狭い為政者の

言動は当研究会の活動に間接的に影響を及ぼす．委員

会では，特に「エンジン」関連の時間指標(目標-制約)に

ついて、この影響を調査し審議した(これらの審議の経

緯は，補足 1),2)を参照)．以下にその中で行われた代表

的事案の審議 2件の内容を示す． 

１）2035 年前後のエンジン車の販売禁止問題 ～1990 

年代から先行する米国カリフォルニア州大気資源局

CARBの ZEV規制(ACC2/2035 に ZEV100％：米国内

約 10 州が追随し米新車市場の 1/3 を占める)に対し

2025.6 米議会が CARB の執行権(EPA の waiver)剥奪

を可決し大統領 D.Tがサイン．現在合否の審判中だが、

D.T の任期中は，米国の ZEV 展開(エンジン車廃除)は

停滞すると判断する．   

２）EU の妥協：2035 年以後も e-fuel専用エンジン車

は 許容～長期的には ZEV 化を目標とする途中経過と

しての論議．e-fuelのみで動く(e-fuel 以外では走れな

い)車，等の厳格な制約と Euro7 の排気規制強化(2025

→2028 に延期)が有り，エンジン車に対する高い障壁

は残存する． 

上記，2事案とも，施行時期ずれ(遅れ)は出るが，長

期的に見れば，ZEV 化(エンジン車廃除)の看板が降ろ

される可能性は乏しいと判断する． 

[4] Confirmation-３ 審議後の意見集約（評価） 

「ゼロCO2」の論拠について審議した主要な 8項目と，

追加 3項目について，以下の委員評価(任意参加 14名, 

2026.1)を受けた． 

評価指標 強くそう思う(確信同意) +2 

 そう思う(同意) +1 

 この事項は判断できない(保留) 0 

 そのような状況・傾向はない(不同意) -1 

 強くそうではないと思う(確信不同意) -2 

評価項目と評価平均値(各項目毎に提示，()内は前回) 

前回と同じ８項目 

１．大気中の微量(50ppm=0.005%程度)の CO2 変化が

地球温暖化に無視できない影響を持つ論理は明確であ

る．                 0.89←(1.1) 

２．産業革命後の化石燃料利用による CO2 排出で大気

中のCO2濃度上昇が，過大(+130ppm)かつ急激(+2ppm/

年) であり，放置できる状況ではない．  1.68←(1.6)  

３．近年(1980～2020)の平均気温の急激な上昇傾向

(0.02℃/年)の継続は放置できない．   1.46←(1.5) 

４，大気 CO2濃度上昇と気温上昇の関係は長期的には

連動しているが，単純な相関では無い． 1.11←(1.1) 

５．CO2以外には，近年の急激な気温上昇を説明可能

な要因は見当たらない．        0.57←(0.7) 

６．大気平均温度の急激な上昇の抑制には化石燃料由

来の CO2 排出禁止が合理的である．   0.85←(0.7)

７．長期的には，現在の化石燃料由来の 1 次エネルギ

ーを，再生可能エネルギー(太陽光，風力、水力，地熱，

潮力，等)で賄うことは可能だが短期の CO2 削減には 

困難が伴う．                          1.28←(1.3) 

８．再生可能エネルギーの生産と消費の整合，エネル

ギ安全策の為に，水素がコアとなる燃料(蓄エネルギ形 

態）が必要．                          1.43←(1.2) 

追加 3項目  

９．太陽光発電の電力原価(円/kWh)は現状(化石燃料ベ

ース発電の原価)よりも既に安価(1/2～1/5)である．0.78 

10．民間，特に地方(人口密度の少ない地域)の再生可能

電力供給は、集中分配から小規模発電分配(ミニグリッ

ド)への移行が進む．             0.75 

11．EV(ZEV)が特定の比率(Ex.＞30%)で共存する市場

では，エンジン車の排気ガス規制強化が進む．  1.00 

評価結果  

前回 8項目「現状地球環境問題」への認識 

評価指標平均 1.16  (賛成)←(前回 1.15)  

種々の外乱・阻害要因の中でも，CO2低減の必要性に
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ついては，安定した共通認識の状況にある． 

追加 3項目「将来の再エネ社会」への判断   

評価指標平均 0.85 (やや弱い賛成) 

共通認識のレベルがやや低いが，ZEV対応エンジンに

ついて一定の理解が得られたと判断し，審議を深める． 

[5] Confirmation-４ ZEV対応エンジンの具体案

将来 ZEV に認定される車両は，EV と水素 FCV と

言われている．通常の水素エンジンは，暫定的(一時的)

に許容される可能性はある．だが，長期的には，EV と

同様に Tailpipe Emission の無い(排気規制の必要が

無い)エンジン＝「無排気エンジン」の可能性を有する

必要が有る．無排気エンジンは，既に「クローズドサイ

クルエンジン」として多くの研究事例が有る(図 1 参照)． 

再生可能エネルギー社会の蓄エネルギ―手段として

の水素燃料⇒水素エンジン(電力、動力変換）⇒水素ク

ローズドサイクルエンジンへの技術展望～が必要と判

断する． 

水素エンジンをクローズドサイクル化するメリット

として，サイクル内の被加熱ガスに高比熱比ガス Ar 

を利用すれば理論通り高い効率が得られることは周知

である．さらに，車を想定した時の他の利点も含め以

下に述べる． 

１）Arガス使用による効率向上(相対比+40％)で，水素

使用料が減少し，酸素携行追加の負担も軽減される． 

２）吸気(酸素供給量)の制約が無くなり，エンジンの強

度設計に合わせて比出力を向上できる． 

３）大半の吸気・排気の部品やその搭載スペースが不

要となり(図１参照)，エンジン装置全体の低コスト化と

スペースメリット(表 1.小型車で 40L 程度)が得られる． 

４）排気の解放端が無く，騒音低減が期待できる．

(図１) 車両用エンジンのクローズドサイクル化時

のシステム構成の変化 

(表１) 小型車のエンジンクローズド化時の搭載ス

ペースメリット 

[6] Epilogue

次の展開 Challenge の構想 

世界のCO2排出量の 13％(20 24 

年 )を占める米国 (大統領 D.T) 

が，最近(2026.2.12)自動車や火力発電所の排出規制撤

廃を表明～米国との交易がある国への影響は必至の状

況．問題は，①地球環境対策への不公平，②客観的事実

の上に知見を高める合理(研究)手法の危機(Fake,忖度

の横行)～にあり，当研究会活動もその力量を問われる． 

D.T-Logic(論法)が何時まで続くか？～米国常識の蜂

起を期待したいが，D.T-Logicも経済合理は重視してい

る．  

地球温暖化対策の先に想定している，再エネ価格は

既に経済合理の片鱗を見せている([1] Prologue2)当研

究会の活動経緯③参照)．長期的には，100 年先に活き

残る未来エンジンは 「再エネ＋ZEV」への対応に合理

であるべきであり，当研究会は，これを追求する． 

【 補足 】 

１）研究委員会開催時期と研究外乱との関連

下記記号  U～ロシアのウクライナ侵攻 

G～イスラエルのテロ被害⇒ガザ侵攻 

D.T～米大統領の環境政策後退⇒妨害

第 1 回 2021.7.24 

第 2 回 9.25 

第 3 回 11.27 

第 4 回 2022.1.22 

第 5 回 6.11 U(2022.2) 

第 5-1 回 6.25 U 

-----2022Aug.前報(Newsletter No.68)発行----- 

第 6 回 11.19 U 

第 7 回 2023.3.18 U 

第 7-1 回 7.1 U 

第 7-2 3.23 U 

第 8 回 2024.9.12 U G(2023.10) 

第 9 回 2025.3.22 U G D.T(2025.1) 

第 10 回 11.29 U G D.T 
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２）上記委員会における主な審議事項

第 1~3 回 

・ 活動方針:客観事実の解析とロードマップ構築

・ 温暖化対策と「ゼロ CO2」の必要性分析

第 4~6 回 

・ ゼロ CO2 エンジン具体案比較判断

・ 同エンジンの将来の対 EV 商品性分析・判断

第 7~7-2 回 

・ ロシアのウクライナ侵攻が EU の温暖化対策＆

方針に与える影響の分析判断

・ EU の E-fuel 妥協の内容分析・研究対応判断

・ 再可エネルギーの状況・未来の分析・判断

第 8~10 回 

・ D.T 外乱(妨害)状況分析・研究への影響判断

・ 再可エネルギー社会の現状分析と将来予測

・ 次期研究活動の方向付け検討

３）研究会委員（主査，幹事以外の方を下記）

及川昌訓，小川英之，小野元昭，北川敏明，窪山

達也，首藤登志夫，武田啓壮，中野道王，西田恵

哉，長谷川直広，畑村耕一，松原幸太郎，三原雄

司，森川弘二，森吉秦生，他 9 名

（上記，氏名表示者は五十音順，敬称略）

４）連絡先 ・JSME エンジンシステム部門事務局 

・研究会主査/澤田 d_swda@yahoo.co.jp 

・研究会幹事/町井 machii.teruo@gmail.com 
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技術教育エッセー 

エンジン（燃焼）研究から離れるというこ

と 

内田 登  

（株式会社 新エィシーイー） 

初めに述べておくが，これは自分の話ではない．先日

COMODIA の査読を各方面に依頼した際に，ある教授

から「自分は既に何年か前に燃焼やエンジンの研究か

ら鞍替えしており，最新技術を論ずる今回の査読を受

けられない」，という返事をもらって驚いた，というの

が今回の話のきっかけである．自分などは束になって

も叶わない優秀な研究者であるのに，と思うと残念で

ならない．ただコロナ禍もあり，彼とはここ数年ちょ

っと疎遠だったのだが，今回の彼だけでなく最近はあ

ちこちで同じ様な話を聞くことが多くなった．大学や

企業の運営・経営方針という外的要因もあるのだろう

が，彼らのこれまでの研究は誰かにしっかり引き継が

れているのだろうか？一旦彼らが離れてしまうと，研

究期間＆人材に空白を生じることでそれまでの知識の

蓄積がご破算となり，一気にその分野の技術が陳腐化

し，場合によっては古典的な教科書レベルまで技術が

後退してしまう可能性だってある．うまい例えになる

かは解らないが Eicherberg の熱損失に関してよく引

用される原典（そもそも原典の 1939 年から 40 年に

かけて Engineering という雑誌に 5 回に亘って連載

された講義録を見たことがある方はどのくらいいるだ

ろうか）をあたると，戦前にこれ程までの実験＆解析

＆考察が為されていたということに，自分も時間をか

けて取り組んできたからこそ，その裏にあるだろう知

識の凄味が解り，そして改めて自分達の至らなさを痛

感する．これまでも歴史的に何度か，レシプロエンジ

ンの熱損失改善に関する研究が盛り上がりを見せた時

期はあったが，その取り扱う現象の複雑さ故かいずれ

も長くは続かず，そのたびに 80 年以上前の研究の限

られた要約からたどり直している印象がある．もし時

空を越えて Eicherberg 先生や Woschni 先生と直接

議論ができれば，もっと技術を先に進めることが出来

たのではないか，とも思う．

図 1 Eicherbergの集中講義の第 1回に示されているシリンダ内壁面深さ方向の温度振幅等の計算
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図 2 Eicherbergの熱伝達率式の原典（集中講義の第 2回に）掲載（左下の部分に式と細かな条件が記されて

いる） 
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技術は 1000 の論文がしっかりアーカイブされてい

ても，それだけでは容易には継承されず，むしろ研究

者が肌で感じながらも，論文には表されていない部分

にこそ次の Innovation を生む種がある．故にこの先，

如何に AI 技術が発達したところで，体系的に言語化

されていなければその真理にはおそらく辿り着けない．

かれこれ 10 年以上前に，Wisconsin 大学の David 

Foster 教授と似たような話題について話をしたことが

ある．教授の大学院生向けの講義を大学で直接聴講す

る機会があり，感銘を受けたままの熱量で，「先生の大

学での講義を中心にまとめた全く新しいエンジンの教

科書は作れないだろうか」と問うと，師曰く，「書くべ

きことは多過ぎ，自分にはまとめる時間がもう無い」．

その時は先生のご年齢による諦念のようなものなのか，

とも思ったが，もしかしたら先生は「終わりの無い（終

わりの見えない，ではない）ものはまとめられないし，

研究室を巣立った卒業生達がちゃんとそれを引き継ぎ，

発展させ繋いでくれている」と，仰りたかったのでは

ないか．その時も先生は一番若い卒業生と一緒だった．

研究ってそういったものだと思いませんか？ 

 

エンジン技術は，既に「枯れた」技術と言われて久し

い．さらに数年前には VW の Diesel Gate に端を発

して ，2030 年以降の ICE Ban が各国政府や自治体

から声高に叫ばれる中（今は，どこかの国で開始の期

限を再度延長した，といったような話題以外あまり聞

かれなくなった），若手研究者がエンジン研究には先が

無い，と感じてしまったことはしょうがないと言わざ

るを得ない．しかしその一方で，自分の専門分野であ

る大型商用エンジンに関して，近年海外（欧米中）の 

OEM から話題の水素エンジンだけでなく，部分電動

化や排熱回生を用いずに従来燃焼方式を踏襲しつつ，

超低エミッションでありながら画期的な熱効率を実現

する新型エンジンの発表が相次いでいる．

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3  SCANIA Super DC13 のカタログから 

 

外野
マスコミ

(マスコミ)の騒音に惑わされること無く，実直

にやるべき事をやっている研究者・開発者（＆企業）は

少なくない．加えて先日，欧州委員会は水素や水素か

ら合成される燃料の製造を推進することを提案した．

現行の化石燃料から排出される GHG を 70％以上低

減することができれば，なにも太陽光発電でなくても 

CCUS を用いた水素製造や合成燃料でも可であると

いう．これに関しては，化石燃料代替エネルギーの製

造側の伸びが芳しくなく，（RED III：Renewable 

Energy Directive もなかなか進んでいない）利用側の

間口を拡げることで，てこ入れをしたいのでは？と邪

推するが，いずれにせよこの案が欧州議会で正式に可

決されれば，再び大きく将来パワートレーンの方向性

が変わる可能性がある．無論，「There is no silver bullet」
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であり，電動化が無くなる訳ではないが GHG 削減の

た め の ス ロ ー ガ ン は こ れ ま で は 「 脱 炭 素

（Decarbonization）」だったが，いつの間にか「脱化石

燃料（Defossilization）」という言葉にすり替わるので

はないか．全ての政策が混沌としており未だにその迷

走は続いているが，最近の急激な変化に対する反動と

も思える動きを見ても分かる様に，今後もエンジンの

需要は無くなることはなく，むしろその技術は飛躍的

な効率改善を生む新たなフェーズに入ろうとしている．

我々にその準備は果たしてできているだろうか？ 

これから先，エンジン（燃焼）研究から意志を持って，

あるいは止むなく離れる方にお願いしたい．山のよう

な論文があっても辿り着けない真理はどの分野でも存

在する．是非お持ちの知識・フィロソフィーをどうい

う形であれ，鍵をかけてしまい込むのではなく，誰か

に託すことにも力を注いでほしい． 

今回は少し感傷的なきっかけから，年寄りの説教み

たいになってしまった．とは言え，自分も近い将来に

引退する身であり，日 「々どうすべ？」と考えているの

もある意味同じ立場だと思っている．どの様な働きか

けが必要か，一緒に考えてくれる方はいませんか？ 
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正誤表 

ニュースレター74 号の p.11，右欄「2．対向ピスト

ンエンジンの開発動向」の 2 行目の記載に誤りがあり

ましたので，以下のように訂正します． 

誤「ユンカース急降下爆撃機に搭載された」 

↓ 

正「ユンカースの爆撃機と旅客機に搭載された」 

研究会の委員，エンジンマニアから指摘を受けまし

た．間違いがありましたこと，お詫びします． 

著者 畑村耕一，西田恵哉 
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